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２０２２年もご協力ありがとうございました。感染症の対策など油断のできない状況もある中ではありますが、高等

部では、校内実習や現場実習を行い、「はたらく」学習をしてきました。３年生については、進路決定の時期にきてお

ります。また、１１月下旬から１年生は、初めて学校の外に出て「はたらく」職場体験実習を経験しました。詳細は、次

号でお伝えさせていただきます。 

さて、１０月２７日（木）に卒業生保護者講師による進路学習会と１１月２９日（火）に企業見学会が行われました。 

今回は、その学習会と見学会で伺った、在学中にできることや、卒業後に向けて大事なことについてお伝えいたし

ます。 
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PTA進路学習会① 卒業後を見据えて～卒業生保護者を迎えて～ 

１０月２７日（木）に進路学習会として、卒業生の保護者を講師にお招きし、在学中の体験等について講演を

して頂きました。感染症の状況や対策等でここ２年ほど、実施できていなかったのですが、ようやく実施すること

ができました。今年度は、就労継続支援 B 型事業所に通う卒業生の保護者と一般企業に就労した卒業生の保

護者の方を講師として学習会を行いました。 

生い立ちから本校へ入学、また実習の経緯や進路先を選択した理由などのお話を頂きました。仕事（作業）

内容だけではなく、通勤の距離や方法、進路先での過ごし、コミュニケーション、職員の数、事業所見学の回

数、決めた理由など様々な話の中から今回は三つだけご紹介します。 

一つ目は、子育ての取り組みとして「できないことについては、まずやらせてみる」というお話でした。不安や緊

張で買い物が苦手だったという本人の状況について、その不安の原因を知るためにまずやらせてみせ、何ができ

ていて、何ができなかったのかがわかり、苦手な部分への手立てを考えることができたといいます。そこで、メモを

持たせて買い物をするなどを繰り返したところ、本人は少しずつ自信を持ち、一人で買い物ができるようになった

そうです。何事にもスモールステップでチャレンジをすることは、自信にもつながり次のステップにすすむきっかけ

になるのですね。 

二つ目は、ご家庭でも行える取り組みについてです。手指の巧緻性を高めるために、タレ瓶やペットボトルの蓋

の開閉、洗濯バサミから衣類を外すお手伝いなどに取り組むことで、不器用さが改善されていったとのお話もあり

ました。お手伝いは、手先の動きだけではなく、道具の扱いや人の役に立つ喜びなどさまざまな効果が詰まって

います。 

三つ目は、進路先を決定する際のポイントについてです。就労継続支援 B型事業所に通う卒業生は、毎日

通うということを考えた時に、通いやすい場所（家の近く、バス一本で行ける場所、何かあった時に迎えに行ける

距離等々）、また、本人の好きなことや得意なことができそうな活動があるか、支援内容も考えて選んだとのこと

でした。たくさん見学することで本人にあった事業所を見つけることができると思いますので、見学の機会を大切

にご活用ください。また、企業に就労した卒業生は、自分のやりたい仕事のイメージや意欲があったことから、実

習先の業種がしぼられ、より働きたい気持ちが明確になったということでした。また、実習では、公共交通機関の

利用に不安があったようでしたが、現場実習を通して繰り返し練習して自信に繋がったというお話もありました。

本人はどのようなことが好きなのか、いろいろな経験をしながら見つけていけるとよいですね。 

今回、2 年ぶりの開催となりましたが、実際の体験談や在学中の取り組みについて直接知ることができる有意

義な時間となりました。ご参加いただいた保護者からも参考になったとの感想が多く寄せられました。お集まりい

ただいた皆様ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

PTA進路学習会② 企業見学会  

11月 29日（火）に第一三共の特例子会社である第一三共ハピネス株式会社（以下ハピネス）で企業見学会を

実施しました。参加された保護者からは整った施設や働きやすい環境のよさなどについて、感激の声が多く聞こえま

した。 

ハピネス平塚業務グループ長の藤原さんがお話されていた会社の概要や採用するにあったって求められる力に

ついてお聞きしたので、お知らせします。 

 

【採用するにあたって、求められる人物像】 

・本人に働く意欲があること（ハピネスで） 

・自分で身だしなみが整えられる（自分で身なりを整えられる、毎日お風呂に入る など） 

・清潔感がある。手先が器用である。（清掃、クリーニング、名刺・発送） 

・簡単な読み書き（郵便業務）、コミュニケーションがとれる。 

【ハピネスの会社概要】 ※2022年度現在。状況は年によって変わることがあります。 

・仕事内容（清掃、クリーニング、郵便業務、名刺、梱包） 

・２年生時での実習が必須。３年生からの実習は受け入れていない。 

・実習は清掃、クリーニングを行う。 

・勤務時間 ８：４５～１７：３０  

・土日・祝日休み 年末、GW、お盆（１週間程度）  

・有給１５日程度 

・支給額１６万円程度、定期昇給有り 賞与は年２回（７月、１２月） 退職金は月５０００円積み立て（会社負担） 

  

※感染症拡大防止の観点から、企業見学については、高等部の保護者のみのご案内と、さらに抽選によって人数制

限を設けさせていただく形となりました。貴重な機会ですが、制限のある中での実施となり、申し訳ありませんでした。 

おてつだい & おこづかいちょう のススメ 

冬といえば大掃除…ホンキの大掃除は、なかなか子どもたちの出番を作りづらいというところもあるかもしれませんが、

例えば、大人が洗ったぞうきんを絞って干す、とりこむ、たたむ、ごみの分解、分別など、部分的にできることがあるかもし

れません。最後はぜひ、「ありがとう」の言葉を伝えていただけると、子どもたちの心はほんわか。またがんばりたい！役に

立ちたい！という思いが育っていくことと思います。お忙しい中に少しだけ、ゆとりがもてる時がありましたら、チャレンジし

てみてください。 

また、お年玉をもらうこともあるでしょう。ぜひ、現金で買い物をして、「お金は使ったらなくなる」という体験をさせてくださ

い（お札を使っておつりが小銭だと量感としては増える感じがなんだか難しくもあるのですが…）。そして次の段階として、

「いくら何に使った」、「これを買うためには足りる・足りない」、「買いたい物のためには今は我慢する」等、お金を通じて学

べることはたくさんあります。お小遣い帳をつけさせることはとても手間がかかることですが、お金の増減が目に見えてわ

かる手だてでもあります。お子様の状況に応じて、できそうなことから、チャレンジしてみませんか。 

「仕事したい！」、「お金稼ぎたい！」という気持ちを育てるきっかけは、日頃の生活の中にあります。 

★冬休みチャレンジ★ 


